
子どもたちに贈る布絵本の製作を通してグローバノレ

な資質の育成をめざす「技術・家庭Jの授業開発

浦上千歳 ・ 柴静子会

要約：本研究では， ESD （持続可能な開発のための教育）を 「技術・家庭j の授業で実践するため rものづくり 4 と

「発展途上国理解」とを繋ぐ効果的な学習を構築することを目的とした。そのために，文化環境に恵まれていない地域

で生活しているそン族の子どもに贈る布絵本を製作することを目標として，かかわりを尊重する子どもの育成を目指

し，さらには持続可能な開発のための人材（グローパノレな人材）の育成にもつなげることを目途！と実践したっその結果，

中学2年生の授業実践後のアンケート調査の結果から，かかわりを尊重する子－どもの育成に寄与することが明らかとな

った。また，家庭科における ESDの授業パターンを2つ提案する中で、 「相手を意識し，活用させるものづくりーを

設定することによって，効果的な学習を構築できた。

キーワード： ESD，モン族，グローパノレ，つながり，布絵本の製作，ブックスタート

I. 問題の所在

筆者はこれまで，生活文化力を培う家庭科授業づくり

のあり方について研究してきた（浦上ほか， 2012・2013)" 

そこで，伝統的・文化的な要素を組み入れた授業は，生

徒の生活文化力を形成する一助となることを明らかにし

てきた。この研究における染色文化を扱う学習を通して，

時間的つながりの縦軸と空間的つながりの横軸の2つの

視点から，藍染めを授業に取り入れる意義が明らかにな

った「

作品製作についてはこれまで、，平成24年度に自分のお

弁当袋，平成25年度にモン族の子どもへのぬりえ絵本と

それを入れるバッグを製作した。ときに生徒たちは意欲

的に製作した。しかし，他者に役立ち，喜んでいただく

視点を生徒に示した昨年度の方がより意欲的であったよ

うに感じた。

半樺（2011）は，平成24年度実施となる指導要領にお

いて，他教科の多くの授業時数が増加している中，技術

・家庭科における授業時数の増加はないという本教科の

厳しし、現状に早くから課題意識をもち，家庭科における

学びが持続可能な社会の構築とし、う観点から期待を寄せ

られる点を指摘している。

また，文部科学省の日本ユネスコ国内委員会（2013)

でも ESDを取り上げ，その実施において3 次のこつの観

点を示している。 「①人格の発達や，自律心，判断力，
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責任感など、人間性を育くむことJ' 「②他人との関係性，

社会との関係性，自然環境との関係性を認識し，関わり，

つながりを尊重できる個人を育むことJである。特に②

に関しては，家庭科教育がこれまで目指してきたことで

ある。

そこでESDを基盤とした家庭科の授業のあり方を追究

するため，本研究においては，作品製作のゴ、ーノレ設定を，

完成ではなく活用，すなわち，何かに，誰かに役立つと

こ三点設定-btEo一号ぬ三とにまつキァかかわ今を尊重す

る子どもの育成ができ，さらには持続可能な開発のため

の人材（グローパルな人材）の育成にもつながると考え

た。

II.研究の目的と方法

本研究の自的は，日本人の自国の伝統や文化を誇りに

し，次世代につなぐ思いにつながる「ものづくりj を中

心に据えた授業を開発することである。また，このこと

により，人とのかかわりを意識し，よりよい生活を実践

しようとする中学校家庭科授業のあり方を明らかにす

る。

具体的方法としては，布を共通の題材として扱い，「衣

生活と自立j領域と「家族・家庭と子どもの成長J領域

との関連を図った授業を設計した。前者に関しては，「①

日本の衣生活を支えてきた布の歴史J， 「②布を媒介と



した日本と世界の関係j，そして後者に関しては， 「③

布絵本を製作して贈る取り組みJを計画した。なお，

③の学習については，贈る相手を日本の子どもたちゃモ

ン族の子どもたちにわけ，相手の違いによる学習の効果

を把握する。そして，アンケート調査の結果を分析する

ことで，学習の効果を明らかにする。

E 授業実践

1 対象生徒

本研究の対象は，広島大学附属東雲中学校2年生の2

クラス（各クラス男子20名，女子20名），計80名であ

る。 2クラスをそれぞれAとBの2グループに分け， l,

2組のAグループをA群， 1, 2組のBグル｝プをB群

とした。

A群：生徒数40名 （男子20名，女子20名）

B群；生徒数40名 （男子20名，女子20名）

2014年6月 19日（木）に行われた筆記テストを事前調

査として，両群の間で家庭科の知識の理解および工夫・

表現について差があるかどうかについて， SPSS19.0を用

いて分析した。次に，各群の筆記テストの結果を表l,

表2に示す。

表 1 筆記テスト（知識の理解）の結果

平均値の

瓦薮 平埼植－ 1票準稿差-i騨 誤 差

A群 40 30.05 7.36 1. 16 

B群 40 32.85 6.69 1.06 

表2 筆記テスト（工夫・表現）の結果

平均値の

人数 平均値 標準偏差 標準誤差

A群 40 1. 80 1. 27 0.20 

B群 40 2.28 1. 28 0.20 

A群と8群の聞に差があるかどうか， t検定を行った

結果， 「知識の理解Jと「工夫・表現Jのどちらにも有

意差は見られなかった（「知識の理解jt=-1. 781, df=78, 

f工夫・表現j t=-1. 669, df=78）。したがって， A群とB

群の聞で，家庭科の「知識の理解jおよび「工夫・表現」

には差がないと判断した。
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2 指導計画〈全8時間： 2014年 9月～2015年 1月）

（第1次） これまで私たちは何を着てきたか

（第2次） 布は世界をつなぐ

（第3次）子どもたちを知ろう

・・ 1時間

・・ 1時間

. 1時間

（第4次）絵本で私たちの思いを伝えよう！ （製作）

・・ 3時間

（第5次）布の絵本は世界の子どもの心をつなぐ

・・・・・・ 2時間

3 授業実践の概略

( 1）第1次 これまで私たちは何を着てきたか

第 1次は，天然織維と化学f街韮である。天然繊維は，

5種類（麻・綿・絹・緋・デ、ニム）の布見本を各グ〉レー

プに準備し，その特徴とどんな製品に利用されているか

を考えさせた。また，化学繊維は，着用している衣服と

しての歴史はまだ浅いことに触れ，紀元前から天然手掛韮

を身に付けてきた日本の衣服の歴史を振り返り，布の特

徴と関連づけた授業を実施した（柴， 2013）コここでは，

日常生活のあらゆる場面で自分たちが布とかかわってい

ることを改めて確認させることもねらった。

(2）第2次布は世界をつなぐ

第2次は， 日本の布の歴史の中で，長く庶民に愛され

正融筋を扱った。藍染めが日本だけの文化ではなく，

世界中で活用されてきたことを紹介し，その一例として

モン族を取りあげた。モン族の布作りや藍染め，衣服製

作の様子を映像で紹介することで，かつての私たちの祖

先の生活も想起させるようにした（注1）。また，日本

の緋，小紋，インドの更紗，イギリスのリパティーの柄

を比較させて，それぞれの国で発展してきた布に関わる

文化が，その交流によりお互いに影響していることを発

見できるよう指導した。

(3）第3次子どもたちを知ろう

第3次は，絵本とかかわる子ど、もたちについて考え，

絵本と子どもたちの関係について知ることを目標にし

た。

[Aグノいープ］

北海道恵庭市で取り組んでいる「ブ．ツクスタートJを

どデオ映像で紹介して，絵本のもつ力について考えさせ



た（注2）。プ．ックスタートとは，市区町村自治体が行

う0歳児健診などの機会に，絵本をプレゼントし，親子

で絵本を楽しむ体験をする活動である。 1992年に英国で

始まり， 2001年には日本でも活動が始まった。広島県で

も現在， 10の市町村がこの活動に取り組んでいる。この

映像資料を紹介することで，子どもたちに与える影響な

ど，おもちゃの中でもとりわけ絵本のもつ力に気づかせ

たいと考えた。次に，紙製の絵本と布製の絵本を比較さ

せ，柔らかい手触りや安全性など，布絵本のよさに気づ

かせて，製作に入る前段階とした。

[Bグ、ループ］

発展途上国の子どもたちとしてモン族を取りあげ，写

真（注3）や映像から日本の子どもたちと比較させて，

その違いと共通点を出させた。これらの資料は，自分た

ちの先輩が製作した絵本がそン族の子どもたちに寄贈さ

れ読み聞かせされている写真（注4），昨年度の保育実

習で， 日本の子どもたちに，先輩たちが自作の絵本を読

み聞かせしている写真や映像を使用した。さらにラオス

のモン族の子どもたちのために図書館を作り，絵本の読

み聞かせをしている安井氏の活動を描いた映像（注5)

を視聴させ，絵本の力について考えさせた。その上で，

モン族のこどもたちに私たちができることを考えさせ，

絵本の製作につなげた。また， Aグループと同様に紙製

の絵本と布製の絵本の比較を行い，布絵本の製作への前

段階と七た。

(4）第4次絵本で私たちの思いを伝えよう 1

第4次では， Aグループの生徒は，対象児を日本の子

どもたちとし， Bグ、ループでは対象児をそン族の子ども

たちとして，布絵本の製作に取り組んだ。製作する絵本

は4人で1冊とし，グループ作業とした。まず，布絵本

を通して，子どもたちに何を伝えたいかテーマを決めさ

せて，そのテーマにそった4ページ構成の内容を決めさ

せた。その後， 1人1ページずつ担当して製作させた。

表3は，各班が考えた布絵本のテーマである。

絵本製作においては，表4のような条件を支持した。

また、条件により使用させる材料も一部変えた。両グル

ープ共通で準備した材料は，生徒が自分のイメージによ

り近い作品にできるように配慮した。個人で製作したペ

ージを本に縫い合わせる作業は，班内で担当者を決めて，

放課後の時間でミシン縫いさせた。
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表3 布絵本のテーマ

[Aグノレープ］ [Bグループ3

おぼえてるかな カエノレの成長

けんかをしないこと 1日・自然の中で暮らす楽しさ．

希望～おおきくなあれ！！～ 雪（2グループ）

読む楽しさ（数えてみよう）

野菜大好き

日本の四季（2グfいープ）

世界の様子を伝える

数字 夢と希望

日本のお金について

クリスマスの楽しさ

正月

日本の食べ物

日本の文化

早く寝ないといけない！

ということ日本の四季

表4 製作における条件と材料・用具

Aグノレープ Bグループ

条件 －子どもたちに絵本の力を与えられるもの

にすること（共通）

・布の学習で学んだ ・モン族の文化を盛

いろいろな布を取り り込むこと

入れること

使用する 中綿・マジックテープ・ビーズ・フェルト

材料 （共通）

綿・麻・絹・緋・デ モン族に伝わる絵や

ニム・更紗・リパテ 模様のコピー・モン
一二一

ィー，日本の古布（ち

りめんなど）

“ 

a‘ 
・? .:・ _ ....’ 

A ’ ・－

族の民族衣装に使わ

れる刺しゅうの入っ

た藍染めの布・日常

の挨拶のモン語集

l~三

‘一・国1 Bグループの生徒が製作した布絵本



(5）第5次布の絵本は世界の子どもの心をつなぐ

第5次では，それぞれが製作した布絵本を交流するこ

とで，自分たちの思いを子どもたちに伝えることを疑似

体験させ，思いをどれだけ届けることができたかを振り

遅らせて，まとめの授業とした。交流の準備として，各

斑に，絵本に込めた思いのまとめと，本を読み聞かせす

る際のシナリオを作らせ，読み聞かせの練習をさせた。

交流は，班員から 1人他の斑に移動し，そこで他の斑の

班員3人を相手に読み蘭かせをするようにして，これを

4回繰り返した。その際，読み聞かせ役の人は先生役に

なり，聞く方は幼児役となる。特に， Bグループで、は，

モン族の子どもたちを対象児として設定して製作させた

ので，幼児役の生徒にモン族の子どもとして演じるよう

に指示した。また，幼児役の生徒には，読み聞かせの後

に付築を使用して感想を書かせた。感想から，理解度と

感情の変化が先生役にフィードパックされるように，わ

かったことを書く付築と，感じたことを書く付筆の2種

類に分けて書かせた。また，生徒が感想、を書きやすいよ

うに書き方の例も示した。最後に，幼児役からの感想、を

読み解くことで，自分たちの布絵本にこめた思いが伝わ

ったかどうかを考えさせた。

IV. 結果と考察

また表6は， Bグループの1つの頭Eが製作した絵本fカ

エルの成長jのテーマ設定の趣旨と絵本を読み関かせた

際に他班で幼児役をした生徒の感想である。製作者がそ

ン族の子どもに贈る絵本として患いを込めたこと，そし

て幼児役の生徒がその思いを素置に受け止めたことがう

かがえる。他の絵本のテーマ設定と読み聞かせの感想も

同様のものが多かった。

表6 絵本のテーマ fカエルの成長jにおける感想倒

＜テーマ設定の趣旨＞

テーマ： 「カエルの成長J

テーマに込めたJ思b、：最初は小さな卵だったけど，すく

すく形を変えて成長し，最後には立派なカエルになると

いうカエルの成長をテーマに作りました。この絵本に出

てくるカエルの成長を通して，生きる喜びを与えられる

ようにと顕いを込めて製作に取り組みました。

＜幼児設の生徒が感じたこと＞

・少しずつでも成長することが大事で，ほっこりした気

持ちになった。

－大きくなったエルちゃんを見てあったかい気持ちにな

った。

・カエルも楽しく過ごしてるなあ。

l 日本の文化左絵本のカを学ぶ効果 ｜・生命の誕生ってすばらしいなあ。

一一表劫もわかる士号~古宮司ぎぢぢ句ずw=プぢ？寸つ官繋堺ほ残酷さなあ。 一一
本を意識したテーマで絵本を製作した。 「絵本の力Jへ

の意識は，両グループとも強かったが，特にBグ、fレープ

では表5に見られるように，この力をより強く意識して

いたようである。モン族の子どもたちについて学ぶ中で，

日本の子どもたちに比べて，厳しい環境で育っているに

もかかわらず，子どもたち自身の表情や活動などの様子

は，日本の子どもたちと大きく変わらないことに気づき，

希望や夢，楽しみなどを伝えたいという思いを絵本の中

に盛り込んでいた。

表5 8グループの授業で生徒から出された絵本のカ

－楽しさを与える

・勇気を与える

・知識を与える

・笑顔を生む

－子どもに必要なもの

・知恵を与える

・いろいろな世界の想像

．文学の学習になる

・国や文化をこえて共通
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・エノレちゃんが必死に生きていることがわかった0

．よかったねと思えた。

・一生懸命に生きることは大切だと思った。

・ヱルちゃんの子どもも大きく育ってくれればし、いなあ。

2 布絵本の製作方法・手順による効果

これまで，過去に何度も絵本作りに取り組ませてきた

が，製作活動をさせる際にいつも課題となっていたこと

は，絵本のストーリー作りであった。しかし，今回のよ

うに，製作の授業をする際には，完成ありきとするので

なく，送りたい相手を意識した展開で製作に入ることで，

その完成度が非常に高まることが明らか』こなった。

(1）製作方法による効果

①相手を意識したテ｝マを設定する。

②おおよそのストーリーを考えて絵本製作に入る。

③製作された絵本に沿ってストーリーを確定する。

上記の手順により，これまでうまくb、かなかった物語



作り（ストーリ一作り）を無理なく完成させることがで

きた。

(2）絵本の構成による効果

絵本には文章を入れず，絵だけの展開としたことで，

かえって生徒の想像力と工夫を生み出すよい結果を得

た。文章がないことで，絵が単純なものとなるため，絵

を描くことが苦手な生徒も，苦手を意識することなく取

り組めた。

また，文章がないことで，読み聞かせの際，同じイメ

ージを持ちながらも，それぞれの生徒が個性を生かして

相手に伝える工夫をすることができた。同じ絵本を使用

しても，読み手によってその伝え方は様々で，相手を見

ながら，話し方・ 声 ・表情・動作などを考えることがで

きていた。

(3）布絵本にした効果

布は，紙と比べて，立体感を表現しやすいので，フェ

ノレトの下に綿を入れたり，ビーズを縫し、付けるなど， 生

徒の思いを多様な方法で表現することができていた。

3 製作の目標設定及び対象者の違いによる効果

(1）調査結果

一連の授業の事前と事後で，調査を2回行ったo 調査

1 （表7）では，大間 Iとして，豊かな衣生活のために

必要だと生徒が考えていることに変化が見られるかどう

カ吃且本の衣文北に関宇る知識の理解を知る匙めの察関ー

を行った。大間Eは，ESDに関わる質問内容とした。ま

た，事後には，製作に対する意欲や工夫が深まっている

か知るために，調査2 （表的を行った。

生徒がアンケートに回答した値をデータとして取り扱

い，事前アンケートから事後アンケ｝トの伸びを，統計

の手法で平均値の差による検定（エクセル統計2012）を

することによって，以下の表9，表10，表11のような結

果が得られた。
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表7 アンケート〈授戴織に実施）

l あてはまると皐奇書号華遺ぴな也～

ε｝，~托；t.!>'•• ・ ~；長τt＞日；；；，なJ 喜Jど泊目ぺ¢；，、存、ベ’・－＜：ヨむう 享とてもそ会且ヨ
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表9 事前と事後の平均値（A群〉

事前 事後 有意差 危険率

質問Iの1 4.39 4.25 査E

質問Iの2 4.30 4.22 盤 一
質問Iの3 3.92 3.89 全盛

質問Iの4 3.50 3.94 無 一
質問Iの5 2.86 3.47 無

質問Iの6 3.08 3.58 無

質問Iの7 2.53 3.44 ＊＊ I見

質問Iの8 2. 75 3.47 ＊＊ 5免

質問Eの1 3.28 4.06 ＊＊ 1% 

質問Eの2 2.81 3.94 ＊＊ 1% 

質問Eの3 2.83 3.94 ＊＊ 1% 

質問Eの4 3.03 3.97 ＊＊ 1% 

＊＊有意差あり



表10 輔電と事畿の平均値（B群｝

事前 事後 有意差 危険率

また，表11より，豊かな衣生活のための学習に対する

意識と，生活・社会・人・環境とのつながりへの意識，

製作に対する意欲や工夫に対する意識に関して， Aグル

ープとBのグループにおける事後を比較したが，有意差

は見られなかった。

質問Iの1 4.13 4. 18 無

質問Iの2 4.18 4.11 無 一
質問Iの3 3.90 4.00 盆E

質問Iの5 2.87 3. 50 ＊＊ 5免

質問Iの6 3.05 3.95 ＊＊ 1% 

質問Iの7 2.55 3.63 ＊＊ 1覧

質問Iの8 2.95 3.66 ＊＊ 5先

質問Eの1 3.47 4.21 ＊＊ 1話

質問Eの2 3.08 3.97 ＊＊ 1覧

質問Eの3 2.97 4.00 ＊＊ 1% 

質問Eの4 3.66 4.16 ＊＊ 5% 

＊＊有意差あり

表9，表10より，豊かな衣生活のための学習に対する

意識と，生活・社会・人・環境とのつながりへの意識に

関して， Aグループでは，大間Iの7, 8と大関Eにお

いて有意な差がみられた。 Bグループでは，大関 Iの5

～8と大関Eにおいて有意な差がみられた。

表11 AグJlr-プとBグループの平均値

調査1

Aグループ Bグループ 有意差

民ヲ手目白 r~、唱 4オ8 4.25 盤
－咽』・”司， L ’d’」』

質問Iの2 4.10 4.22 無

質問Iの3 4.00 3~89 鐙正

質問Iの4 3.58 3.94 無

質問Iの5 3.50 3.47 無

質問Iの6 3.95 3.58 無

質問Iの7 3.63 3.44 無

質問Iの8 3.66 3.37 無

質問Eの1 4.21 4.06 無

質問Eの2 3.97 3.94 無

質問Eの3 4.00 3.94 無

質問Eの4 4.16 4.00 無

調査2

Aグ／いープ Bグループ 有意差

質問Iの1 4.54 4.30 無

質問Iの2 4.39 4.伺 無

質問Eの3 4.33 4.00 無

(2）考察

①欄民の選択や手入れの必要性について

調査1の大関Iから，事前と事後で有意差が見られな

かったことから，一連の授業がこの意識の向上に顕著に

貢献したとはいえない。

②日本の衣文化への理解について

被服の文化に関しては， (5：とても思う）と（4：や

やそう思う）を合わせた割合でみると， A Bともに， 10

～20%の増加が見られ，授業の効果がうかがえた。また，

調査1の大間 Iから， Bグループの方に有意差が見られ

た項目が多く，これは， 臼本以外の文化を学習内容に取

り入れることで，逆に日本を意識し，理解度が高まった

結果であろう。

＠社会や人に関わる意識について

調査1の大間EのESDに関わる内容についても，事前

と事後では有意差が見られたが， AとBのグループ聞に

おいて有意差は見られなかった。グループ別に（5：とて

）と（4：ややそう思う）を合わせた割合を見ると，

九獄事同岡市百軒で研臨時阿古蒋－ 1 

社会・人に関わる意識については， 50%近い伸びと
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いるので，布絵本を製作させた取り組みは， ESD

変効果があると言えるであろう。

2の製作意欲に関する項目でも， AとBのグルー

有意差は見られなかった。そして，どちらのグ、ル

おいても，図2に見られるように，否定的な回答

生徒が数%に留まっていた。

国2 製作に対する生徒の意識（調査2)

望書作主君、獄Aクループ 量l' H 

製作君主歓 B・:J JI.-ープ dll !." 

製作の工夫Aクループ 島 16

製作の工夫 Sグループ 0 i:> 

対象者の反応への期待Aク比一プ ：..::,. l~ 

対象者の反応への期待Bクルーザ..u 

l~主く窓わなし

4ややそ う患 う

O?o 20"o -lO!o 60?0 $σ？o 100°0 

2－~ まづそう患わなしー 3と ち らともいえなし・3とてもそう患 う



今回のものづくりである「子どもたちに贈る布絵本製

作Jが，生徒たちにとって強制された学習活動ではなく，

自ら考え，自ら創造する活動になっていたことが示され

ている。

以上のように今回の授業実践を検証した結果，製作の

目標の設定時にものを作って完成させることを第一義

にするのではなく，他者に贈るなどの活用を意識したも

のづくりを目指すことによって， ESDの第2の観点であ

る「他人との関係性，社会との関係性，自然環境との関

係性を認識し，関わり，つながりを尊重できる個人を育

むことJが可能になると思われた。

v. おわりに

今回の研究の発端となったのは， ESDとの出会いであ

る。近年，家庭科の内容と密接にかかわる人の生活様式

が，大きく変化している。それに伴い，これからの家庭

科で何を教えていくべきなのか，家庭科の教科の存在意

義がどこにあるのかと考えると，この教科自体が変化し

ていかなければいけない時期にきている。それではどの

ような方向性を求めればよいのかと考えた時， ESDの実

施における第2の観点， 「他人との関係性，社会との関

係性，自然環境との関係性を認識し，関わり，つながり

を尊重できる個人を育むJとしづ概念に，そのヒントを

1{iることがでこきた←

今回の研究の中で行った布絵本の製作は，従来は「家

族・家庭と子どもの成長Jの領域の中での実習熟題とし

て行われており， 「幼児と遊ぶおもちゃ作りJ；こ関わる

内容である。しかし，今回は，衣生活の領域と組み合わ

せて新たな授業展開の中に位置づけた。それにより，今

回の研究で取り組んだおもちゃづくり（布絵本の製作）

は，これまでとは全く違う展開になった。その大きな違

いの一つは，布絵本を製作する生徒の意識であるつ 2年

生を対象としたため，子どもの成長の部分の学習はまだ

行っていない。にもかかわらず，未来を担う子どもたち

の大切さについて理解した上で製作に取り組んでし、たこ

とが，授業態度や作品からうかがえた。もう一つは，製

作活動において，生徒はよりよい絵本の完成を目標にす

るのみならず，その向こうにある，それで、遊ぶ子どもた

ちに何を伝えたいのかということに自を向けて活動して

いた点である。このことにより，今回の研究において目
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指した， f相手を意識したものづくり」となった。その

ため，子どもの成長を学んでおもちゃづくりをしてきた

過去の3年生の作品を遥かに凌駕することにつながっ

た。

家庭科のどの領域においても，ものづくりは重要な活

動内容である。絵本製作だけでなく， 「相手を意識し，

活用させるものづくりj を設定することで，人との関わ

り，つながりを尊重できる個人を育む家庭科学習を実現

できることが，本研から示唆された。
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注掛1

η一期間Sヌヲ守子71一一「アヲア染伍紀行二軒吉正誌の民

・モン族の刺しゅうJ1996ゑ 13放送を視聴させた

2) 特定非営利活動法人ブ、ツクスタート 『ブックスター

ト』第3版．株式会社グ、ループ現代. 2004を視聴さ

せた

3) 大阪成際大学芸術学部吉田晃良教授より提供いただ

いた写真である

4）佐伯昭夫氏によって，昨年の生徒が製作した絵本が

モン族の2つの保育園に届けられ，そこで園児に読

み聞かせしていただいているピデオ映像及び写真で

ある

ラ）地球アゴラ「安井清子・モンの子どもへの絵本

2008. 11. 16放送を視聴させた
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影をしてくれるとのことなので，帰国後になるが，生徒

に映像を見せて，モン族の子どもたちが布絵本をどのよ

うに喜んで受け入れたのかを知ることができる。格別の
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